


されてきた種が,生物学におけるさまさまな研究

法 (研究室内では微細構造や分子のレベルも含め,

野外では集団解析の手法を拡大することによって)

の発展に伴って,実在の単位として存在 している

かどうかの疑間を投げかけられるようにさえなっ

てきた。そのような研究の現状を踏まえて,種に

ついて生物学はどこまで知るようになっているか

を, この分野における研究の総括と代表的な研究

の実例を紹介 してもらい,それに関する討議を深

めることによって探 ぐりたいというのがこのシン

ポジウムの目的である。

3.内容と日程

国際生物学賞の授賞式が11月 15日 に予定されて

いることから, このシンポジウムは11月 16日 (二L)

から始められる。16日 は 9:30～ 16:30の 間学習

院大学倉1立百周年記念会館で公開で開かれる。

受賞者 (10月 に決定する予定)の記念講演のあ

と,Modern Aspects of the Speciesの演題に

入り,基調講演は植物学分野からPeter H.Rav―

en(ミ ズーリ植物園)と 動物学分野から Walter

Bock(コ ロンビア大)のお 2人にお願いする。午

后は,染色体 レベルの研究によって種の自然界に

おける存在様式がどのように明らかにされている

かをFriedrich Ehredorfer(ウ イーン大)館岡亜

緒 (科博)今井弘民 (遺伝研)の 3人の問題提起

によって, もう一つのセッションでは,分子 レベ

ルの研究の進展によって種の実体はどのように解

明され るのかを FrangsOis Bonhomme(モ ンペリ

エ大),Leslie D.Gottlieb(カ ルフォルニア大),

酒泉満 (臨床医研)の 3人の話題提供を通 じて討

議で きるように計画されている。話題提供の演題

についてはまだ最終決定をみていないが,い ずれ

ポスターなどでお知 らせできる筈であるので御承

知いただきたい。なお,夕方にはレセプションも

計画 されている。

11月 18日 (月 )には,植物分野は値物園で,動

物分野は国立科学博物館で,16日 に提起される問

題‐に関して,更に具体的な研究成果を披歴 しなが

ら密度の濃い議論を重ねる予定である。

4.意義と期待される成果など

お招きする外国人研究者は,年齢では32歳から

58歳 までと拡がりが大きいが,現に最 も活動的に

活躍 しておられる方々であり,訪 日は初めてとい

う方が多い。それだけに, この分野の日本の研究

者と膝を接 して語り合う機会をもつことの意味は

大きい。また,種の問題について,対象によって

動物と植物で別々に研究 している日本の系統・分

類学の分野と遺伝学の分野の研究者が一堂に会 し

て論 じ合う機会も最近では無かっただけに,文献

情報によるだけでないホットな情報交換によって ,

この分野の研究の発展にとっては貴重な機会を提

供することになるだろう。この分野の研究のレベ

ルが,それを可能にするところまで高められたこ

とが, このような機会を作ることを可能にしたも

のと思う。

訪日する研究者と日本の研究者がお互の論議を

通 じて得るところが大きいのはいうまでもないが ,

更に,可能ならば受賞講演も含めて, シンポジウ

ムの Proceedingsを 出版することにより,その成

果をより広 く周知することができる。その意味で ,

真に国際的な視点でみても,こ の企画は時宜を得

たものといえるだろう。

この国際シンポジウムは,国際生物学賞との関

連でこれか ら続けられていくその第 1回である。

最初の企画を東京大学理学部でお引き受けしてい

ることから,準備から成果の刊行まで,第 2回以

后の良い意味での前例を作るように計画を進めて

いきたい。

今回の国際シンポジウムについては,限 られた

時間で企画を進めることになったために,多 くの

方々の御協力を得て準備を急ぎ進めているところ

であるが,折角の機会でもあるので, ヒトという

種に属 している生物の 1人 として,理学部からも

できるだけ多くの方々がこのシンポジウムに参加

され,い ろいろの立場から種の問題を考える一日

をもたれるようおすすめ して,御協力をお願いす

る次第である。

-4-


